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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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下記日程は休館となります。ご了承ください。

10月１日（木）終日 書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

▼
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
A
I
」
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の

メ
デ
ィ
ア
報
道
で
、
中
国
発
の

フ
ィ
ジ
カ
ル
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
が

陸
上
競
技
や
ダ
ン
ス
を
し
て

い
る
様
子
を
見
る
と
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
で
、
そ
の
繊
細
な
動
き

は
人
よ
り
も
人
に
似
た
表
情

や
所
作
が
あ
り
、
哀
愁
を
感
じ

ま
す
。
今
、
新
宿
で
A
I
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
行
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
▼
身

近
な
と
こ
ろ
に
も
、
あ
っ
と
い

う
間
に
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
生
命
を
持
た
ず

と
も
ペ
ッ
ト
の
代
わ
り
に
な

り
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
く
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
ホ

ス
ト
と
し
て
出
迎
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
▼
A
I
が
普
及
す
る

と
、そ
の
莫
大
な
デ
ー
タ
を
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
大
規
模

な
建
物
が
こ
こ
数
年
急
ピ
ッ
チ

で
国
内
各
所
に
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を
見
据

え
て
、
特
に
地
方
に
莫
大
な
敷

地
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
経
済
を
優

先
す
る
あ
ま
り

人
的
災
害
や
自

然
災
害
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、

国
も
し
っ
か
り

と
規
制
を
お
こ

な
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

AI産業拡大・規制しっかりと

（青木 隆之 常任執行委員）

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

区
内
在
住
65
歳
未
満
の
仲
間
を
対

象
に
、拡
大
行
動
日
に
は「
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」を
集
約
し
ま
す
。仕
事
や
く
ら

し
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
な
ど
、訪

問
し
た
仲
間
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。仲
間

の
声
は
自
治
体
交
渉
な
ど
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

L
I
N
E
公
式
登
録
を

　

杉
並
支
部
L
I
N
E
公
式
は
、
組
織

人
数
の
約
1
－3
の
1
０
０
5
名
が
登
録

し
て
い
ま
す
。
抽
選
は
、す
で
に
登
録
し

て
い
る
方
も
「
ト
ー
ク
画
面
」
か
ら
「
組

合
員
氏
名
を
送
信
」
す
る
だ
け
で
エ
ン
ト

リ
ー
完
了
。登
録
1
０
０
０
件
突
破
記
念

の
豪
華
景
品
が
当
た
る
か
も
。
1
面
右
上

の
二
次
元
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

行
動
参
加
者
特
典
も
継
続

　

行
動
参
加
者
特
典
と
し
て
「
行
動
参

加
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
活
用
し
ま
す
。

15
マ
ス
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
で
5
ポ
イ
ン

ト
ご
と
に「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
拡
大
月
間
終
了
後
の
打
ち
上

げ
式
で
は
、ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
福
引
抽
選
会
も
お
こ
な
い
ま
す
。

未
加
入
の
仲
間
を
組
合
へ

　

続
く
物
価
高
、中
東
情
勢
に
よ
る
材
料

不
足
と
高
騰
が
私
た
ち
の
仕
事
と
く
ら
し

を
直
撃
し
て
い
ま
す
。組
合
を
大
き
く
し
て
、

私
た
ち
の
要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

秋の拡大月間スタート

９月24日（木）・25日（金）

９月29日（火）・30日（水）

10月７日（水）・８日（木）

10月14日（水）・15日（木）

10月21日（水）・22日（木）

10月28日（水）・29日（木）

※集合時間は分会役員に
　お尋ねください

石川組織部長

組
合
を
大
き
く
し
て
要
求
を
実
現
し
よ
う

秋の拡大月間
行動日
４次

5次

６次

７次

８次

９次

　小坂靖明さん（高和・塗装）は、人と
のつながりで渋谷支部に加入していまし
たが、その人が亡くなったため、和田居
住地域である高和分会に転入してきまし
た。「地域の人たちと交流できることが
うれしいです。今日は楽しく過ごすこと
ができました。また機会があれば参加し
ます」といった感想が聞かれました。

　松村武雄さん（中央・内装）は、奥さん
と2人で参加しました。「（本日の組合員
交流会の）参加予定者が170人と聞いて
びっくりしました。色々な職種の人がい
るんですね」といった感想がありました。

　（株）大浜工業の代表である大濱善宏
さん（井荻・防水）は社員2人と参加しま
した。「初めて参加しましたが、楽しいで
す。組合主催のゴルフコンペがあると聞
いたので、今回申し込んでみようと思いま
す。プレー後は支部会館で表彰式（懇親
会）があるんですね。他の業種の方と新
たなつながりができれば」と語りました。

　

8
月
30
日
に
「
秋
の
組
合
員
交
流
会
（
拡
大
出
陣

式
）
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
（
参
加
者
１
７
０
人
）
。

会
場
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
B
B
Q 

D
a
y
s 

吉
祥

寺
パ
ル
コ
」
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
や
初

め
て
参
加
し
た
人
、
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
の
参
加
も

あ
り
、
大
い
に
交
流
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
組
合

員
同
士
つ
な
が
り
深
め
て
組
合
を
強
く
し
、
秋
の
拡
大

月
間
の
成
功
を
み
ん
な
で
め
ざ
し
ま
す
。

　

冒
頭
、
縫
村
執
行
委
員
長

は
「
拡
大
月
間
中
は
仲
間
を

訪
問
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の
聞
き

取
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。困
っ

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
組
合
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。
お
仕
事
も

忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
拡
大

月
間
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
中
村
本
部
執
行
委

員
長
は
「
熊
本
地
震
か
ら
約

1
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
熊

建
労
の
仲
間
は
、
震
災
直
後

か
ら
仲
間
を
訪
問
し
、
行
政

や
組
合
制
度
の
紹
介
を
お
こ

な
っ
た
そ
う
で
す
。
助
け
合
い

は
、多
く
の
仲
間
が
い
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。拡
大
月
間
で
は

未
加
入
の
仲
間
に
組
合
加
入

を
す
す
め
て
も
ら
え
れ
ば
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

石
川
副
委
員
長
の
乾
杯

後
し
ば
し
歓
談
。
当
面
す
る

重
点
課
題
で
は
各
専
門
部
長

の
訴
え
の
中
、
防
災
学
習
会

の
案
内
で
は
、
10
年
前
の
熊

本
地
震
や
能
登
半
島
地
震

で
「
応
急
仮
設
住
宅
建
設
」

に
従
事
し
た
小
野
俊
英
さ
ん

（
富
士
見
・
大
工
）
か
ら
「
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
一
度
被
災
地
に

行
っ
て
助
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。そ
れ
だ
け
で
す
」と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
は
野
球

観
戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
30

本
を
用
意
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
塚

原
副
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

組合員交流会

初初参加者の声参加者の声

事業所からの参加

つながり深めて組合を強くつながり深めて組合を強く

８
・
30  

秋
の
組
合
員
交
流
会（
拡
大
出
陣
式
）

小坂 靖明さん（高和）

㈱大浜工業のみなさん
左奥が代表の大濱善宏さん

松村武雄さんご夫妻

つながり深めて組合を強く
仮
設
住
宅
建
設
報
告

小
野
俊
英
さ
ん（
富
士
見
）

巨
人
阪
神
戦
チ
ケ
ッ
ト
当
選

荒
木
さ
ん
親
子
（
浜
福
）

21
人
参
加
し
た
富
士
見
分
会
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災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

危
険
箇
所
の
確
認
を

　

前
号
に
引
き
続
き
、
ま
た
擁
壁

の
話
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
区
民
の
方
か
ら
擁
壁
の

相
談
を
受
け
、
現
地
に
出
向
い
て

調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
杉
並
区
で
の
発
災
や
二
次

災
害
の
防
止
の
た
め
に
み
な
さ
ん

に
伝
え
た
く
て
今
月
も
記
事
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
地
盤
の
高
低
差
を
人

の
技
術
や
知
力
、
そ
し
て
土
木
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
築
造
さ

れ
て
か
ら
永
い
年
月
の
間
、
崩
れ

る
こ
と
な
く
ま
ち
の
安
全
や
景
観

も
守
っ
て
き
た
の
が
擁
壁
で
あ
り
、

河
川
の
護
岸
で
す
。
し
か
し
最
近

の
豪
雨
で
こ
の
8
月
だ
け
で
も
千

葉
・
石
川
・
富
山
、
福
井
で
広
範

囲
な
災
害
が
起
き
ま
し
た
。

　

杉
並
区
で
は
、
豪
雨
が
発
生
す

る
と
護
岸
と
危
険
な
水
位
が
映
像

で
映
し
出
さ
れ
、
だ
れ
で
も
観
察

で
き
る
よ
う
に
公
開
さ
れ
る
た
め
、

避
難
準
備
の
指
標
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
水
位
は
一
瞬
に
し
て

増
す
の
で
水
害
は
恐
ろ
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。　

　

地
震
は
突
然
発
災
す
る
の
で
日

頃
の
身
の
回
り
の
備
え
、
い
わ
ゆ

る
自
助
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。
水

害
に
お
い
て
は
気
象
庁
か
ら
の
緻

密
な
予
報
で
身
の
安
全
は
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
冠
水
し
そ
う
な

場
所
に
は
近
づ
か
ず
に
高
い
方
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日

頃
か
ら
ご
自
身
の
生
活
圏
の
地
形

を
読
み
、
時
に
は
広
報
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
ま
ち
歩

き
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
年
を
召
し
た
方
に
お
い
て
は
、

避
難
所
へ
の
経
路
を
一
度
歩
い
て

み
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
、
よ

く
歩
く
道
の
周
辺
に
地
震
の
際

に
崩
れ
や
す
い
塀
や
大
谷
石
を

積
ん
だ
だ
け
の
擁
壁
な
ど
が
杉

並
区
内
に
は
多
く
あ
り
ま
す
。
擁

壁
は
土
圧
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
の
集
中
豪
雨
で
水
圧
も
加

わ
り
擁
壁
も
倒
壊
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
未
明
に
起
き
た
地
震
に

よ
っ
て
倒
壊
し
た
擁
壁
が
杉
並

区
内
に
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
夜
中

だ
っ
た
た
め
、
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
擁
壁
に
は
水
抜
き
穴
が

あ
る
は
ず
で
す
の
で
、
詰
ま
っ
て

い
る
場
合
は
つ
ま
り
を
除
去
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

擁
壁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
杉
並
支
部

の
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
仕
事

に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
良
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
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　今回、初めて原水爆禁止世界大会・広島大会に参加しまし
た。参加のきっかけは、会社の先輩から勧められたことです。
　実際に広島を訪れ、原爆による被害の酷さを知り、とても驚
くと同時に、悲しい気持ちになりました。
　特に、原爆が地上約600メートルで炸裂し、半径約300メートルの範囲に大きな
被害をもたらし、地上が3,000～4,000℃にまで熱されたことが印象に残りました。
　広島の街を実際に歩き、今は多くの人が暮らす平和な街が、かつて一瞬にし
て焼け野原になったことを考えると、言葉では表せない気持ちになりました。今
回感じたことや学んだことを忘れず、これからも6・9行動などに積極的に参加し、
核兵器のない日本、そして世界の実現に向けて取り組んでいきたいです。

　初めて原水爆禁止世界大会・広島大会に参加しました。広島を訪れるの
は２回目です。また広島に行きたいと思ったことが参加のきっかけです。
　大会に参加して、改めて原爆について深く学び、その被害の大きさに強
い衝撃を受けました。特に印象に残ったのは、原爆が一瞬にして街を焼き
尽くし、多くの人の命や生活を奪ったことです。熱線や爆風によって建物
が破壊され、やけどを負った人々が苦しみながら逃げたことを知り、原爆
がどれほど恐ろしいものなのかを改めて感じました。実際に広島の街を歩
き、現在の平和な風景を見ることで、二度と同じことを繰り返してはいけな
いという思いが強くなりました。
　今回学んだことを忘れず、核兵器をなくしたいという気持ちを持ち続け、
平和のために自分にできることを考え、行動していきたいと思います。

　私は東京土建本部主婦の会代表団の一人として、原水禁広
島大会に初めて参加しました。広島には新幹線で4時間かけて
移動。新幹線に乗るのも初めてで、移動の時間は長く感じました。1日目は広島
県立総合体育館グリーンアリーナで全体会議をおこない、日本全国から代表者
が集まり話を聞かせていただききました。
　私は無学で知らなかったのですが、広島に落ちた原爆は、地上600メートル上
空で爆発したとの事で、威力が凄まじいと実感しました。
　被爆者の平均年齢は86歳となり「核兵器の恐怖を直接知る方が居なくなって
しまう、次世代に語り次ぐ必要がある」と報告がありました。
　２日目は、午前中に原爆資料館と原爆ドームの見学に行きました。写真とイラ
ストはリアルに原爆の恐怖をはっきりと伝えており、観たあとは周りの見学者は
誰も笑って話をするという人もなく、静まりかえっていました。
　午後からは、それぞれの分科会に別れて参加。私は旧陸軍被服支廠（ししょ
う）倉庫跡を観てきました。被服支廠とは、軍服や軍靴を作っていた施設です。
この場所は爆心地から2.7キロメートルの位置にあるのですが、それでも熱風が
届き、鉄扉が曲がっており、原爆の威力を感じました。
　当初は取り壊す予定でしたが、被爆者の「無くしてしまったら当時の記憶まで
無くしてしまう｣という声により現存し、文化遺産に登録されています。
　3日目はホテルのテレビで、広島平和記念式典中継を観ました。過去最多の
121の国（ロシア除く）の代表が集まり、高市首相の話を聞きました。首相は「核
兵器のない世界へ｣と「非核三原則を守り、恒久的な平和を目指す｣と発言した
ので、この言葉通りの政治を守っていけるのか注目していきたいと思います。
　終末時計は「人類滅亡まで85秒」を示し、日本だけでなく、世界が不安定な
世の中となっています。私の今回の運動参加が、終末時計の針を少しでも遅ら
せることができると信じ、一人の力は小さくても、集まれば大きくなるのだと、
身近な友人や知人にも伝えていきたいと思いました。

　

縫
村
委
員
長
は
じ
め
支

部
役
員
は
、
区
議
会
自
民

党
（
７
月
23
日
）
、
日
本

共
産
党
・
シ
ス
タ
ー
フ
ッ

ド
杉
並
・
公
明
党
（
８
月

17
日
）
、
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
・
笑
み
の
会
・
立
憲
民

主
党
（
８
月
20
日
）
と
、

そ
れ
ぞ
れ
政
策
懇
談
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
要
望

項
目
は
次
の
3
点
で
す
。

①
中
東
情
勢
に
よ
る
建
設

資
材
高
騰
か
ら
地
域
建

設
業
を
守
る
緊
急
対
策

の
実
施

②
建
設
業
を
地
域
の
安
全

と
雇
用
を
支
え
る
基
幹

産
業
と
し
て
位
置
づ
け

る
③
公
契
約
条
例
の
実
効
性

を
高
め
、
適
正
賃
金
と

公
正
な
発
注
を
実
現
す

る
こ
と

　

懇
談
で
は
、
3
つ
の
要

望
す
べ
て
に
つ
い
て
前
向

き
な
受
け
止
め
が
示
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
区
議
会
と
対

話
を
重
ね
、
要
望
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

中
小
建
設
業
者
が

安
心
し
て
事
業
継
続

で
き
る
環
境
整
備
を

区議会政策
懇談会

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を

国民平和募金
最終報告

国民平和募金総額206,471円
ご協力ありがとうございました

原水禁広島大会　代表参加者報告

荒井 智之 さん（高和）

村上 智也 さん（高和）

依田 あかね さん（阿佐谷）

二度と同じことを繰り返してはいけない

核のない世界の実現に向けて取り組みたい

身近な友人や知人にも伝えていきたい

　8月4日～6日に広島県で開催された原水爆禁止世
界大会に青年部から２人（荒井 智之さん・村上 智也
さん）、ひまわりから依田 あかねさん（本部代表団参
加）が参加しました。３人の報告です。

千羽鶴を供える

立憲民主党杉並区議団

都民ファースト・笑みの会

杉
並
代
表
団
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■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

リケンエナジー㈲
代表　縫村　俊祐
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　一刀　松二
杉並区大宮1-12-13 
℡03-5929-9170

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7
横尾ビル１F
℡03-3311-2196

■ 給排水 ■
【社員】

㈱なつ＆にゃお
代表　廣瀬　裕樹

杉並区下高井戸4-35-27
℡080-8824-1119

■ 外構・基礎 ■
【社員】
㈱山根ベース
代表　山根　真
杉並区宮前5-18-11
グリーンパレスA201
℡090-6100-8859

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

1
サ
ラ
ダ
…
。
結
婚
…

2
五
輪
メ
ダ
ル
の
最
高
峰

3
十
五
夜
お
月
さ
ま
見
て
は
ね
る

4
ゲ
ジ
ゲ
ジ
…
。三
日
月
…

5
郷
里
が
同
じ
。…
の
友
人

6
お
す
も
う
さ
ん

9
昔
話
「
猿
…
合
戦
」

12
核
爆
発
で
発
生
す
る
巨
大
な
雲

13
…
に
翼
で
、
勢
い
増
大

14
昭
和
20
年
8
月
、広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
ま
し
た

15
寝
る
と
き
に
着
ま
す

16
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
入
っ
た
栄
養
補
助

食
品

18
…
星
。
負
け
る
が
…

19
上
れ
ば
下
り
ま
す

二重枠をつなぎ合わせると一つの言葉が完成します。解答が解った方は右記二次元
コードを読み込んで解答フォームに記入、送信ください。抽選で3名の方にクオカー
ド（500円）を贈呈。当選者は次号掲載します。1　秋の七草の一つ

4　住宅の部屋の配置
7　…のため、…には…を入れよ
8　猿・豚・カッパが登場します
9  「」や『』は…かっこ
10 碁や将棋を職業とする人
11 セパレーツ型の女性の水着
13 山の坂道を登りつめた所。
　 …の茶屋
15 …の手も借りたい忙しさ
16 カッパの頭にもあります
17 取っ手がついた湯飲み
19 魚へんに青と書いて？
20 船酔いして…が悪い
21 旅行者。…列車。 …機

クロスワードパズル 12（2026年９月末締切）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

クロスワード パズル11
（2026年８月号掲載）

解　答
「サンゴシヨウ（サンゴ礁）」

●細川 紀人 さん（西　荻）

●清水 淳　 さん（阿佐谷）

●圓谷 泰子 さん（高　和）

当
選
者

ご応募
ありがとう
ございました

募集

コース
申し込み

参加条件

　今年４月から自転車にも青切符制度が導入され、４か月以上が経過しました。導入
３か月の間に起きた自転車が絡む死亡・重傷事故は1,659件と、昨年同時期と比べて
6.9％減少しました。歩行者に対する事故の減少が目立っています。
　青切符の交付件数は7,159件。「スマホながら運転」が最多で2,812件（39.3％）、
「指定場所一時停止」が2,706件(37.8％）でした。

　後継者対策部主催でボウリ
ング大会を開催します。5人1
チーム（年齢条件あり）で申し
込み、優勝チームは2027年1
月31日に開催される「本部後
継者対策部主催ボウリング大
会」に参加していきます。

　事業所対策主催「アジ釣り大会」
のご案内です。当日は現地に6時30
分集合→7時30分出船→13時より
現地にて懇親会を開催します。詳
細は支部腰塚まで。

青切符の対象となる主な自転車違反行為と反則金

携帯電話使用
（保持）

自転車運転中
にスマホなど
を使用

12,000円

信号無視 6,000円
車両の右側通行 6,000円

通行区分違反 逆走、歩道通
行など 6,000円

無灯火
夜間ライトを
点灯せず運
転

5,000円

自転車制動装置
不良

ブレーキが効
かないなど 5,000円

一時不停止 5,000円

並進禁止違反 2台以上で横
並び走行 3,000円

 二人乗り 3,000円

自転車保険の補償内容
　組合では「自転車保険」の加入促進をおこなっています（引
受保険会社：損保ジャパン）。
●安い掛け金
年間掛け金4,500円（個人型2,500円）でご家族全員の自転車
事故によるケガを補償します。自転車に搭乗しておらず、歩行
中に相手の自転車に衝突・接触された事故も補償。
●日常生活での賠償責任も補償
日本国内外を問わず、日常生活中に他人にケガを負わせたり、
他人の財物を壊したりした場合に保険金をお支払いします。支
払限度額は2億円です。
●示談交渉サービス付き
損保ジャパンが示談交渉を引き受け、事故の解決にあたる
サービスです。
加入・詳細は支部までご連絡ください。

8.21 共済推進委員学習会 自転車青切符導入３か月の現状
山
本
共
済
会
常
務
理
事

東京土建国保組合　2026健康ウォーキング

11月8日（日）8時30分～13時00分
多摩中央公園 大芝生広場（多摩市落合2-35）
（京王・小田急多摩センター駅 徒歩約10分）
先着300人
組合員および家族
4kmコース／8kmコース
9月配布の申込書または二次元コード

10月25日（日）13時
荻窪ボウル（杉並区上荻1-16-6 ユアビル4F）
5人1チーム
（10代～30代2人、40代1人、役員2人）
1チーム5,000円
所属分会か支部担当・腰塚まで

10月4日（日）6時30分現地集合
荒川屋・山下丸（横浜市金沢区洲崎町6-1）
12,000円（乗船代・エサ代・氷・懇親会・レク保険）
※別途仕掛け代350円
組織内事業所の代表者
大きさ・竿頭・早掛け

　

東
京
土
建
国
保

組
合
主
催
で
「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
多
摩
中
央
公
園

か
ら
ス
タ
ー
ト
。４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
・
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
と

も
、
車
道
と
完
全
に

分
離
さ
れ
た
遊
歩
道

が
多
く
、
心
地
よ
い

風
を
感
じ
な
が
ら
安

全
に
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

完
歩
者
に
は
全
員

に
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
を
開
催
。
健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
、
楽
し
く
運
動
し

ま
し
ょ
う
。

開催日

日　時 日　時
場　所 場　所

参加費 対　象

表　彰申　込

構　成 プレー費

スタート
会場

ボウリング大会
（支部予選会） 事業所対策 アジ釣り大会

10.25
10.4

健康づくりのきっかけに！楽しく運動しよう！健康づくりのきっかけに！楽しく運動しよう！
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第 390 回

カ
ー
の
仕
事
が
主
流
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
30
代
半
ば
で
（
有
）
菅
原

建
装
工
業
を
設
立
し
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
仕
事
に
励
み
ま
し
た
。

　

合
間
を
み
て
は
、
一
般
住
宅
の
塗

り
替
え
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
請
け
負

い
、
現
在
は
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
塗
装
工
事
お
よ
び
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
塗
装
・
吹
付

け
工
事
の
現
場
が
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
上
手
い
下

手
は
塗
装
が
乾
い
た

時
の
ム
ラ
で
わ
か
り

ま
す
。
同
じ
現
場
の

職
人
か
ら
「
や
っ
ぱ

り
キ
レ
イ
だ
ね
」
と

言
わ
れ
た
時
は
う
れ

し
い
も
の
で
す
。
下

塗
り
・
中
塗
り
・
上

塗
り
を
必
ず
お
こ
な

い
、
手
を
抜
か
な
い

こ
と
が
自
分
の
ポ
リ

シ
ー
で
す
。

　

組
合
へ
は
労
災
特
別
加
入
と
賠

償
責
任
保
険
が
目
的
で
加
入
し
ま
し

た
。
加
入
の
き
っ
か
け
は
、
ど
う
し

て
も
思
い
出
せ
ま
せ
ん
（
笑
）
。
群

長
だ
っ
た
石
原
さ
ん
と
は
、
仕
事
の

や
り
と
り
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
先
日
は
労
災
事
故
に
遭

い
、
労
災
給
付
手
続
き
で
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
無
事
独
立
し
、
こ
れ
か

ら
も
仕
事
に
打
ち
込
み
、
大
好
き
な

釣
り
も
再
開
し
よ
う
か
と
思
案
し
て

い
ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
山
形
県
鶴
岡
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
3
人
兄
姉
の
次
男
で
す
。

「
守ま

も
る

」
の
由
来
は
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
兄
が
勝
（
マ
サ
ル
）
、

姉
が
幸
（
ユ
キ
）
だ
っ
た
こ
と
か
ら

一
文
字
で
統
一
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

静
岡
県
浜
松
市
で
叔
父
が
板
金
業

を
営
ん
で
お
り
、
中
学

卒
業
後
に
就
職
し
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
（
笑
）
17
才
に
な
っ

た
頃
、
埼
玉
県
入
曽
の

会
社
で
ガ
ン
吹
き
（
吹

付
け
）
を
し
て
い
た
兄

か
ら
仕
事
を
手
伝
わ

な
い
か
と
誘
わ
れ
上

京
。
兄
は
腕
が
良
か
っ

た
ら
し
く
引
き
抜
き

に
合
い
、
複
数
会
社
が

変
わ
り
ま
し
た
が
、
12

年
く
ら
い
兄
と
一
緒
に

ガ
ン
吹
き
を
続
け
ま

し
た
。

　

兄
が
運
送
業
に
転
職
し
た
た
め
、

吹
付
工
の
一
人
親
方
と
し
て
独
立
。

20
代
後
半
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
頃
か
ら
吹
付
け
仕
上
げ
よ
り
ジ
ョ

リ
パ
ッ
ト
仕
上
げ
の
ハ
ウ
ス
メ
ー

「やっぱりキレイだね」と

言われるとうれしいもの

菅
すがわら

原 守
まもる

さん　阿佐谷・塗装

菅
原
守
さ
ん

熊本地震への対応

■応募資格  組合員とその家族
■応募ジャンル
　❶組合活動　❷スナップ写真　❸風景　の３部門
※ 応募は１ジャンル３点まで（１人最大９点）
※ 昨年12月から応募締切までに撮影したもの

■応募締切 2026年10月30日（金）
■応募方法
❶応募用紙と一緒に写真データを支部まで
提出ください
❷写真データは支部メール・支部LINE公式
からも投稿可（応募者名と作品名も投稿ください）

■結果発表  入選作品は機関紙すぎなみ新年号
※ 入選作品は本部「仲間の作品コンクール」へ応募いたします

■表彰  特選１点・準特選１点・入選２点
※ 詳細は支部双木まで

プロの写真家による入賞作品審査と講評があります。自身

の写真力を試そう！

第 　　回杉並写真コンクール

～写真で伝えたいこと～～写真で伝えたいこと～

　

７
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け

て「
宿
題
お
助
け
塾
」を
開
校
。

延
べ
29
人
の
子
ど
も
達
が
参
加

し
夏
休
み
の
宿
題
や
工
作
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
昼
食
に
み
ん

な
で
お
に
ぎ
り
を
作
り
好
評
で

し
た
。

　

８
月
22
日
に
は
「
第
５
回
子

ど
も
食
堂
」
を
開
催
。
開
始
時

刻
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
な
る
中
、

71
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

献
立
は
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ
・

サ
ラ
ダ
・
ゼ
リ
ー
で
し
た
。

8.22 第5回子ども食堂

7.21～24 宿題お助け塾

ひまわりひまわり

活動旺盛に活動旺盛に
ひまわり

活動旺盛に

　熊本地震で被害を受けた東京土建組合員の実家の家屋被
害と実・養父母の死亡に対して「お見舞金」と「弔慰金」を
支給します。

７月28日発生の本震・余震による被害

九州地方
1組合員の実家の全壊・全焼（３分の２以
上）に対し１件につき30,000円を支給
・実家とは、実の親が居住している家屋と
します
・組合員本人と続柄がわかる書類（戸籍謄
本）と公的証明書（罹災証明書）の写し
を添付
・兄弟など複数の組合員が対象となる場
合は組合員ごとに給付されます

2震災による死亡弔慰金（30,000円）
・実父母の死亡に対して、組合総合共済
の給付金（10,000円）に別途１件につき
20,000円を上乗せします（関連死も対象）

対象の震災

支給内容

今月熊本地震支援募金に取り組みます

組合員実家等の被災見舞・弔慰金

４


